
42018年1月1日

西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています
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第 29 回八女茶で健康
今年の茶園はすばらしい

～平成29年度福岡県茶園共進会（品評会）審査会～
　福岡県茶園共進会（県茶生産組
合連合会と JA 全農ふくれんの共
催）の本審査が平成 29 年 11 月
28 日（火）～ 30 日（木）の 3 日
間にわたり開催されました。本審
査は、県内各地で予選された 205
点から選ばれた、煎茶園の部 37
点、玉露園の部 16 点、幼木園の
部 8 点の合計 61 点で、福岡県農
林業総合試験場八女分場長を審査
長とする 13 名と補助者 25 名で
行われました。その結果、煎茶園
の部の 1 位は筑後市のカネ永製茶 
永松宏章さんで農林水産大臣賞が
授与される予定です。玉露園の部
の 1 位は八女市上陽町の久間正大
さんで、平成 29 年度の全国茶品評会玉露の部でも 1 等 1 席農林
水産大臣賞を獲得されています。幼木園の部の 1 位は、八女市の
樋口達也さんでした。今年は、天候に恵まれたこともあり、例年
にない良い茶園が多く、レベルの高い共進会になりました。新し
い年もおいしいお茶が飲めそうです。
　なお、この審査会に大分県の生産者等 7 名が研修のため参加さ
れました。審査の基準や実際の計測等の方法を見て大分県でも実
施したいと言われていました。

福岡県茶生産組合連合会事務局長　　仁田原　寿一

第 61 回　川﨑病院「ミニ健康教室」
　　日時　1 月 27 日（土）　14：00 ～ 15：30
　　場所　川﨑病院 5 階　　演題　「腰痛のはなし」・「健康体操」
　　　　　　　　　　　　　　　　動きやすい体をつくりませんか。
　　講師　松山直也（整形外科医師）
　　　　　野林利行 ･ 中村麻美　（理学療法士）
　　参加費　無料　定員　40 名（ 要予約）
　　お申し込みは　0943-23-3005　担当 野中

　八ッ滝は矢部村御側、吊り橋の
ある杣の里渓流公園より車道（釈
迦岳登山道）を約 1㎞ほど上った
所にある。太陽光と水量の加減で
滝の中に観音像が現れる。自然の
偉大さに思わず合掌。

黒木町　松尾　重根

矢部川源流

杣の里の四季　�
八ッ滝
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御厨とみ子（広川町新代）

　プロゴルファー馬場姉妹のオリジナルカ
レンダーを 10 名の方へプレゼントします。
ご希望の方はハガ
キに住所、氏名を
明記の上、㈱東兄
弟迄（応募多数の
場合は抽選）
応募締め切り
　1 月 10 日

（※直接弊社に受け
取りに来られる方限
定とさせていただき
ます。当選者にはハ
ガキで通知します）

馬場ゆかり・由美子姉妹
カレンダープレゼント

１月の道の駅たちばな

黄櫨新春特別号　平成 30 年版

　100 歳超えが全国に 7 万人、
90 歳代が 200 万人。人生百年
がいよいよ現実になりそうです。
私たちはこの長い人生航路を
ゴールまでいかに悔いなく走り
続けるかという課題に直面しま
す。
　この本には老いに挫けずいろ
んな分野で活躍する 29 名の実
践が収録されています。
　どの原稿も新春にふさわしい
心をほんわりとした気持ちにさ
せてくれます。安部龍太郎先生、
麻生渡前福岡県知事さんにも
エールの原稿を頂きました。

　読む人に長生きはいいものだ、もっともっと元気に生きるぞと
勇気を与えてくれると思います。年の始めにご一読下さい。
お 申 し 込 み
お問い合わせ　黄櫨の会事務局 八女市祈祷院 563 東邦次郎方　Tel 24-2111

年賀本⑤ 発刊
しました

B6 判 78 頁ソフト表紙
１冊 540 円  送料 110 円（税込み）
年賀本 ① ② ③ ④ もあります。

玉　露　園

煎　茶　園

10：00 ～
青年部によるお餅つき（振舞い）
甘酒の振る舞い
＊年始も元気に営業しております。
＊御年賀の地方発送も承っており
　ます。

１月４日（木）


